第６回大阪府水と緑の健康都市　オオタカ保全審議会の結果について
１．日　時：平成２８年３月１１日（金曜日）１４：００～１５：３０
２．場　所：府庁別館７階　都市計画室分室
３．出席者：以下の３名の委員が出席
　　  橋　本　正　弘　会長　   (財) 日本野鳥の会 大阪支部　副支部長、

元大阪府鳥獣専門員
小海途　銀次郎　委員　　 (財) 日本野鳥の会会員、元大阪府鳥獣保護員
高　柳　　敦　　委員　　　京都大学　農学研究科森林生産学講座講師
４．報告事項
（１）オオタカモニタリング結果について

（２）オオタカ保全地森林整備について
　（３）箕面森町の緑化整備について
　（４）平成２８年度工事等予定箇所について
　（５）今後のオオタカ保全の進め方について
　（６）その他
５．議事の概要
（１）　オオタカモニタリング結果について
平成２７年定点調査の結果、昨年度に引き続き箕面森町周辺で、オオタカが計９回出現

した。雄や雌が飛翔する姿や、長時間枝に止まって鳴きかわしする雌鳥の姿が確認された。委員からは、新たなツガイ個体である可能性が高いこと。大阪府全体ではオオタカは減少傾向にあるもののこの地区は有望であること。繁殖するかどうか分からないが良い兆しであること。また、引き続きモニタリング調査を行うこととの意見を頂いた。
（２）　オオタカ保全地森林整備について
平成２７年度はオオタカ保全地で、倒木処理、常緑低木の間伐　及び新たに後継樹対策（アカマツの幼樹の防鹿ネット施工）などを行った。委員からは、森林整備を行う場合には、オオタカの繁殖行動に影響を与えない時期に実施するよう意見を頂いた。
（３）　箕面森町の緑化整備について
平成２７年度の緑化整備工事について概要を説明した。委員からは、モニタリング調査を継続し、木の実の付き具合につても調査しているのであれば資料に記載するよう意見を頂いた。
（４）　２８年度工事等予定箇所について
平成２８年度の工事予定箇所について概要を説明した。委員からは、モニタリング調査を継続し、オオタカの繁殖に影響を及ぼさないよう注意を払って工事を進めるよう意見を頂いた。
（５）　今後のオオタカ保全の進め方について

　今後のオオタカ保全の進め方について概要を説明した。委員からは、住民の方が自分たちで環境を作り守っていくということが大切。今後のオオタカ保全は地域の協力なくしては進展しないので、事務局報告の通り進めていくよう意見を頂いた。
（６）その他
シカ対策についても引き続き取り組むよう意見を頂いた。
